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健康成人の腸管系細廂叢について

秋田県衛生科学研究所 茂木武雄

1 まえがき

健康成人の腸管系細菌叢をみるため．秋田県立

中央病院の給食関係に従事している健康た職員40

名から 50名について．昭和 44年 4月から昭和

4 5年3月まで．毎月 1回． 1年間にわたつて糞

便の検査を行い．その成績がまとまつたので報告

する。

I 検査対象及び検査項目
中央病院給食関係の健康な成人40名から 50 

名Kつき、その糞便を毎月 1回． 1年間にわたっ

て．次の困種項目について調べた。

1) 赤痢茜

2) サルモネラ

8) 病原大腸菌

4 } プロテウス

5) モルガネラ

6) レツゲレラ

7) プドウ球菌

8) 腸炎ピフリオ

9) ウエルシュ菌

腸ヘピフリオ．ウエルシュ菌については．別に

報告しているので．こゞでは． 1)から 7）まで

の検査項目について述ぺる。

＇検査方法

ふ直接培養した。 分離した苗株は．成書
2),3) 

に淮じて同定した。

IV 検査成績
第1表のとおりで．赤痢苗． Salnonella,病原

大腸菌．及び． Pet均erellaは．凡て陰性であっ

た。 Proteusは． Vul5ar1sが8株(0.56'1,)

叫ゃbiliSも同じく 3株(0.5 6%)分離した。

迫 5皿 ellaは．比較的多く， 9月， 10月．11

月． 12月． 2月に合わせて9株(L68%)を

分離した。 Staprylccoccusl'C於ては． aureus

が5株(0.9 3 ti,), ep1dermidisは4株((l75

％）分離した。

保菌者の 1年間にわたる排菌状態をみるK.

Staphylococcuoは第2表のとおり． 9名とも．

1回のみの排菌であつた。 Proteus,Mor5anella 

に於いては．第3表のとおりで． Morganella を

3回排菌したもの 1名．ぬr四mlla及び

P0m1rabll isを各2回排茜したもの1名．ぬ屯anella

のみ2回排苗したもの 1名あつて．他の 6名は．

Proteus. Mr伊nellaのどちらか一方を． 1回

のみ排菌している。

分離菌株の性状け．第4表．第5表に示した。

即ち． St印吋lococcusに於ては． 5鴨羊血液

乎板を用いて溶血性を調ぺたが．凡ての株が陰性

給食関係職員の糞便を．容器（保存液を便用せ であった。 Proteusに於ける函m己四は． 6

ず。）に採取し．これを． ss寒天培地． BTB 株中． 4株に認めた。
培地．プドウ球困培地(.A6.110)の乎板を用い
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第 1表 健康者の腸管系細菌検査
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第 2表 プドウ球菌の分離状況
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第 3表 プロテウス，モルガネラの分離状呪
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第 4表 プドウ球菌の性状
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第 5表 プロテウス，モルガネラの性状
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まとめ及びむすび

昭和44年4月から昭和45年8月までの間に．

健康成人40名から 50名を．毎月 1回．延585 

名について糞便の検査を行ったが．集団下痢症の

原因となる赤痢菌． Salmonella ．病原大腸菌は

検出できなかった。 Proteus については． VUl~ris

mirabi1isを．各々 8株分離したが．いづれも．

0.5 6鳴で，低率であった。

Pettgerellaは検出しなかつたが，山r奔r.el迫C

於ては， 1年間のうち， 5つの月に9株（1.68 

，，，）を分離し、分離菌株中．検出頻度，及び，検

出率が最も高い。 St叩bylococcus に於ては，

9株分離しているうち， 5株 (0.9 3 鳴）はaure~

であつたo aureusは，腸内に 10~1 5，，，位: :. 5) 
存在して，•いると言われているが，私の検査では
甚だ低率であつた。 然し乍ら．食中毒の原因菌

となり得る可能性のあるanrousが検出されたこ

とは，注目すべきだと思う。

積を終るにのぞみ，御協力を戴いた秋田県立中

央病院微性物検査科員に．深く謝意を表します。
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